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ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

平
成
26
年
11
月
20
日
（
木
） 

地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
卓
話 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

60
名 

 
 

出
席
計
算
数 54

名
中
41
名
出
席 

出
席
率
75
・
93
％ 

前
々
回
出
席
率
92
・
16
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
柴
岡
親
睦
活
動
委
員
長 

・
家
族
忘
年
会
出
欠
に
つ
い
て 

★
地
区
Ｒ
財
団
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 
丹
下 

富
博 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 
玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

地
区
Ｒ
財
団
委
員
会 

 
 

 
 

会
計
長 

神
谷 

 

研
さ
ん 

（
安
城
Ｒ
Ｃ
） 

  

ビ
ジ
タ
ー 

岡
崎
城
南
Ｒ
Ｃ 

 

萩
原 

啓
至
さ
ん 

名
古
屋
北
Ｒ
Ｃ 

 

佐
藤 

友
康
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

財
団
月
間
に
際
し
、
財
団
卓
話
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
日
の
卓
話
が
、
貴
ク
ラ
ブ
の
財

団
補
助
金
活
用
の
一
助
に
な
れ
ば
誠
に

幸
い
で
す
。 

地
区
Ｒ
財
団
委
員
会 

 
 

 
 

会
計
長 

神
谷 

 

研
さ
ん 

吉
田
隆
彦
会
長
、
本
日
は
お
世
話
に
な

り
ま
す
。 

岡
崎
城
南
Ｒ
Ｃ 

萩
原 

啓
至
さ
ん 

神
谷
さ
ん
、
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

ト
ラ
ッ
ク
島
戦
没
者
慰
霊
法
要 

無
事

終
了
し
ま
し
た
。
合
掌
。
岡
部 

快
圓 

夢
で
あ
っ
た
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

吉
田 

隆
彦 

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
。 

 
 

 

小
笠
原
和
俊 

10
月
は
妻
の
誕
生
月
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

杉
浦 

令
淑 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

浅
野 

 

彰 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
江 

英
弥 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

髙
木 

政
義 

         

憲
法
第
30
条
に
国
民
の
納
税
義
務

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
納
税
は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
納
付
額
は
ゼ
ロ

か
で
き
る
だ
け
少
額
が
よ
い
と
誰
も
が

考
え
ま
す
。
世
に
「
節
税
」
な
る
言
葉

も
あ
り
ま
す
。
税
務
対
策
を
熱
心
に
研

究
す
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
行
為
全
て
が
国
税
当

局
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
納
税
者
と
国
税
当
局
の
見
解
が
異

な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
納
税
者

は
裁
判
を
し
て
自
説
を
主
張
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
判
決
が
話
題
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
次
の
事
例
も

そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。 

消
費
者
金
融
Ａ
社
の
元
会
長
に
よ
る

長
男
へ
の
贈
与
に
対
す
る
課
税
処
分
の

争
い
で
す
。
長
男
は
通
算
約
３
年
半
の

３
分
の
２
の
日
数
を
香
港
居
宅
に
滞
在

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
長
男
に
オ
ラ
ン

ダ
の
Ｂ
社
の
持
分
を
贈
与
し
ま
し
た
。

Ｂ
社
は
Ａ
社
の
株
式
や
他
の
日
本
国
内

財
産
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
贈
与
時

の
相
続
税
法
で
は
、
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
者
は
日
本
に
あ
る
国
内
財

産
の
取
得
に
の
み
贈
与
税
の
納
税
義
務

を
負
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｂ
社
持

分
は
国
外
財
産
で
あ
る
の
で
当
該
財
産

の
贈
与
に
つ
い
て
は
納
税
義
務
は
無
い

も
の
と
し
ま
し
た
。
国
税
当
局
は
関
連

す
る
一
連
の
行
為
は
租
税
回
避
を
目
的

と
す
る
も
で
納
税
義
務
有
と
し
て
贈
与

税
約
１
，１
５
０
億
円
、
加
算
税
約
１
７

０
億
円
の
課
税
を
し
ま
し
た
。
こ
の
課

税
を
不
服
と
し
て
裁
判
と
な
り
ま
し
た
。 

一
審
の
東
京
地
裁
は
納
税
者
の
主
張

を
支
持
し
ま
し
た
。
二
審
の
東
京
高
裁

で
は
国
税
当
局
の
主
張
が
支
持
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
納
税
者
は
最
高
裁
に
上

告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23

年
２
月
の
最
高
裁
判
決
は
二
審
の
高
裁

判
決
を
破
棄
し
納
税
者
を
支
持
す
る
判

決
と
な
り
ま
し
た
。
裁
判
の
争
点
は
贈

与
を
受
け
た
時
の
「
住
所
」
で
し
た
。 

最
高
裁
で
は
「
一
定
の
場
所
が
住
所

に
当
た
る
か
否
か
は
、
客
観
的
に
生
活

の
本
拠
た
る
実
体
を
具
備
し
て
い
る
か

否
か
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

主
観
的
に
贈
与
税
回
避
の
目
的
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
客
観
的
な
生
活
の
本
拠

が
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
多
額
な
還
付
と
な

り
ま
し
た
。 

  

地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
卓
話 

「〝
改
革
〟 

 

～
新
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
」 

 
 

地
区
Ｒ
財
団
委
員
会
会
計
長 

 
 

神
谷 

研
さ
ん 

        

Ｒ
財
団
会
計
長
の
神
谷
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間
に

際
し
、
卓
話
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

日
頃
は
補
助
金
活
動
・
ご
寄
付
等
、
こ

ち
ら
の
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

大
変
ご
助
力
い
た
だ
き
、
併
せ
て
感
謝

致
し
ま
す
。 

 

11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、『
ロ
ー

タ
リ
ー
デ
ー
愛
知
』
と
し
て
Ｗ
Ｆ
Ｆ
を

名
古
屋
・
栄
で
行
い
ま
し
た
。
３
日
目 

1276 
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於 マージャンサロン東天光                              
平成26年8月28日（木） 
 

 

 

平成26年 

11月13日（木） 

於 マージャンサロン東天光 
  

優勝 小笠原和俊さん 

麻雀同好会は入会金はありません。 

当日参加料７,000円です。   ただ 

いま新会員募集中です。ご入会の 

ほど宜しくお願い致します！ 

        

に
は
ア
フ
リ
カ
の
民
族
衣
装
を
着
た
澤

屋
奈
津
子
さ
ん
に
大
変
一
生
懸
命
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
須

Ｒ
Ｃ
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
澤
屋

さ
ん
は
、
10
月
の
終
わ
り
に
財
団
本
部

か
ら
平
和
フ
ェ
ロ
ー
の
認
証
を
頂
け
た

と
の
こ
と
で
、
大
変
す
ば
ら
し
い
人
材

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
こ
と
も
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
日
は
財
団
の
寄
付
・
活
用

方
法
に
つ
い
て
お
話
し
を
致
し
ま
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
使
命 

 

Ｒ
Ｉ
理
事
会
と
管
理
委
員
会
は
、
教

育
の
推
進
、
き
れ
い
な
水
の
提
供
、
平

和
の
構
築
、
母
子
の
健
康
の
支
援
、
地

元
経
済
へ
の
支
援
、
疾
病
の
予
防
（
重

点
６
分
野
）
の
た
め
の
補
助
金
を
通
じ

て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
使
命
を
果
た

す
こ
と
に
多
大
な
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

補
助
金
の
種
類 

①
グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金 

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
で

き
る
補
助
金
。
６
つ
の
重
点
分
野
の

内
１
つ
以
上
が
あ
て
は
ま
る
事
業
。

長
期
的
な
持
続
的
で
効
果
が
測
定
可

能
な
事
業
。 

事
業
予
算
の
下
限
額
は
３
０
，
０
０ 

０
ド
ル
以
上
で
２
カ
国
以
上
の
ク
ラ 

ブ
又
は
地
区
が
参
加
す
る
事
が
条
件
。 

②
地
区
補
助
金 

海
外
・
地
元
を
問
わ
ず
比
較
的
小 

 
 

さ
な
教
育
的
活
動
や
人
道
的
活
動
を

支
援
す
る
。
活
動
予
算
の
下
限
額
無

し
。
補
助
金
50
％
未
満
、
ク
ラ
ブ
拠

出
金
50
％
以
上
の
事
業
。 

寄
付
の
種
類 

・
年
次
寄
付 

・
恒
久
基
金 

・
用
途
特
定
寄
付 

（
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
基
金
な
ど
） 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
活
動
の
財
源
は
、

皆
様
か
ら
の
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

ポ
リ
オ
撲
滅
に
つ
い
て 

 

ポ
リ
オ
撲
滅
に
あ
と
約 

55
億
ド
ル
必
要
だ
と
い 

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在 

50
億
ド
ル
確
保
で
き
て
は
お
り
ま
す
が
、

５
億
ド
ル
不
足
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

『
あ
と
少
し
』
の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
お 

り
ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ー
ド
利
用
の
お
願
い 

 

利
用
額
の
０
．
３
％
が
年
次
寄
付
に

な
り
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
と
も
Ｒ
財
団
へ
の
ご
協
力
と
補

助
金
資
金
を
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
て
卓
話
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                                   

                                   

                      

12
月
４
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

年 

次 

総 

会 
 

12
月
11
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 

話 

「
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
1０
周
年
」 

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
団
長 

鬼
頭 

茂
成  

 
 

広
報
委
員
会 

 
 

林 
 

順
治 

杉
浦 

令
淑
・
内
藤 

 

明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

おはようございます！ 

これからふれあいフェスティバルの会場に向かおうと思っていますが、その前にご報告です。 
 

今朝、ロータリー財団よりメールを受けまして、今回のフェローに選ばれたことの報告を受けました！ 

この地区の平和フェローシップ委員会の委員長さんの小島さまからお電話をわざわざタイからいただき、メールを開

いたところ、メールとともに添付ファイル、それからロータリーセンターの方からのメールが届いていました。 

ロータリーセンターの方々とは昨年度、補欠に選ばれた時点でノースキャロライナ大学院入学手続きの件なので

やり取りをしており、今回のメールの中で、すでに入学許可を得ており、2015 年の秋入学の手続きもできているた

め、大学院の入学試験など、ノースキャロライナ大学院への手続きは特に準備する必要はないとのこと！ 
 

今日から三日間、ふれあいフェスティバルにちょこちょこと顔を出させていただきます。ご存知の方もいらっしゃいます

が、11月4日の早朝に名古屋空港からモーリタニアに向けて出発するため、荷物の準備等で栄をうろうろすること

となります・・・。出たり入ったりですみません。 
 

何はともあれ、モーリタニアでは国際移住機関（International Organization for Migrants）でとりあえず 2 か月の 

契約で仕事をさせていただけることとなりました。来年の夏まで、このような形で少しでも経験を積めたらと思っていた

ところなので、IOMで働けること、とても感謝です。そして、またモーリタニア！！！！元同僚や友人たちに会えるの

もとても楽しみです。急展開で出発が 4 日になってあわただしいです・・・ 
        

皆さま、本当にいつもありがとうございます。                      澤屋 奈津子     

2014 . 11 . 1 E-mail from    Ｊａｐａｎ 
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